
科目 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 01 商工総務費 

事 業 名 企業再投資促進奨励金（産業立地推進費） 

令 和 元年 度 

決 算  額
財 源 内 訳 

100,000,000円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 100,000,000円 

市民一人当たり 

の決算額 

1,445円  

（一般財源等ベース 1,445円） 
単位決算額 

産

業

課

１ 事業目的 

  長期にわたり市内に立地する企業の市外への流出防止及び雇用の維持拡大を図

り、もって地域経済の振興と市民生活の向上に寄与するため、中小企業に加え大

手企業も対象とした、工場などの新増設の再投資に要する経費に対し、市内企業

再投資促進奨励金を交付する。 

２ 事業内容 

  清須市内企業再投資促進要綱に基づき、西枇杷島地区に立地する工場敷地内設

備投資を行う大手企業に奨励金を交付した。 

⑴ 支出科目

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
企業再投資促進奨励金 100,000,000円 

⑵ 対象事業者

  ア 事業分野 

自動車産業（電気自動車用モータ・インバータ製造） 

  イ 奨励金の額 

固定資産税取得費用（土地を除く）×５％ 限度額 1億円 

３ 事業成果 

  長年にわたって市内に立地する企業が行う工場などの新増設の再投資に要する

経費を支援することで、企業の市外流出防止とともに、雇用の維持拡大につなが

った。 
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科目 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 02 商工業振興費 

事 業 名 空き店舗活用費（商工業振興費） 

令 和 元年 度 

決 算  額
財 源 内 訳 

3,031,353円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 3,031,353円 

市民一人当たり 

の決算額 

44円  

（一般財源等ベース 44円） 
単位決算額 

1,515,677円  

（店舗数 2店舗） 

産

業

課

１ 事業目的 

  空き店舗対策として、昔ながらの町屋に改修した空き店舗を活用し、地域の商

店街活性化と賑わい創出を図る。 

２ 事業内容 

美濃路の一休庵と飴茶庵を賑わい創出の拠点とするため、施設を適切に管理

し、運営した。 

⑴ 主な支出科目

区 分 内 容 事業費 

需用費 
電気 187,044円 

上下水道 33,239円 

役務費 
浄化槽法定検査手数料 25,800円 

保険料 13,894円 

委託料 
浄化槽保守管理業務 19,440円 

庭園及び施設管理業務 2,617,736円 

使用料及び賃借

料 
家屋借上料 132,000円 

３ 事業成果 

  失われていく美濃路の景観を保存し、美濃路を中心に開催されるイベントの休

憩施設など観光スポットとして活用することができた。 

また、市内商工業の特産品を紹介・販売するアンテナショップとして、地域商

店街及び観光交流の活性化に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 02 商工業振興費 

事 業 名 商工業振興事業補助金（商工業振興費） 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

30,002,000円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 30,002,000円 

市民一人当たり 

の決算額 

433円  

（一般財源等ベース 433円） 
単位決算額 

21,039円  

（会員 1,426人） 

産

業

課 

１ 事業目的 

  市内小規模事業者の経営並びに技術の改善及び発達の指導推進を図るため、商

工会が行う事業の経費に対して補助金を交付し、地域商工業の振興及び安定を図

る。 

 

２ 事業内容 

清須市商工業振興事業補助金交付要綱の規定により、補助対象事業について、

清須市商工会へ補助金を交付した。 

⑴ 経営改善普及事業 

   商工会が会員に対する経営改善や普及活動を行う経費のうち、愛知県小規模

事業経営支援事業費補助金交付要綱に従い交付を受けた前年度補助金を差し引

いた経費 

⑵ 地域総合振興事業 

   商工会が行う地域内商工業の総合的な改善を図り豊かな地域づくり、地域商  

工業の振興、社会一般の福祉の増進に資するための事業に要する経費 

⑶ 商工会管理運営などに係る経費 

⑷ 支出科目 

区 分 内  容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 
清須市商工会補助金 30,002,000円 

⑸ 会員 

   １，４２６人 

 ⑹ 清須市商工会が実施した事業 

  ア 経営指導及び金融あっ旋 

  イ 清須産業まつり 

  ウ 地域経済活性化事業など 

 

３ 事業成果 

  市内小規模事業者の経営並びに技術の改善及び発達の指導推進を図り、地域商

工業の振興及び安定に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 02 商工業振興費 

事 業 名 法人会運営費補助金（商工業振興費） 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

521,000円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 521,000円 

市民一人当たり 

の決算額 

8円  

（一般財源等ベース 8円） 
単位決算額 

1,000円  

（会員 521社） 

産

業

課 

１ 事業目的 

会員企業の繁栄と福利厚生の充実とあわせて、社会共通の経費としての税に対

するよき理解者として、納税道義の高揚と申告納税制度の一層の定着を目指し、

活力ある企業経営と社会の健全な発展に貢献する社団法人名古屋西法人会清須支

部に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則の規定により、社団法人名古屋西法人会清須支部へ補

助金を交付した。 

 ⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
名古屋西法人会清須支部補助金 521,000円 

⑵ 会員 

５２１社 

⑶ 社団法人名古屋西法人会清須支部が実施した事業 

ア 税務知識の普及と納税意識の高揚に資する各種事業 

イ 税制、税務に関する調査研究や意見具申活動 

ウ 法人会会員や役職員の研さんなど、会員企業の健全な発展に資する各種事

業 

エ 機関紙、税務、経営関係などの資料及び情報の提供 

オ 地域振興やボランティアなどの地域に密着した活動など 

 

３ 事業成果 

会員企業の自己啓発により、納税意識の向上、企業経営や社会の健全な発展に

寄与することができた。 

 
- 210 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 02 商工業振興費 

事 業 名 中小企業金融対策費 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

114,299,300円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 105,157,200円 9,142,100円 

市民一人当たり 

の決算額 

1,652円  

（一般財源等ベース 132円） 
単位決算額  

産

業

課 

１ 事業目的 

愛知県小規模企業等振興資金融資制度要綱に基づき、中小企業者が融資を受け

る場合に必要な信用保証料等を助成することにより、中小企業者の借入負担を軽

減し、中小企業の振興に寄与する。 

 

２ 事業内容 

 ⑴ 商工業振興資金預託金 

商工業振興資金融資制度の運用資金に充てるため、指定金融機関に資金を預

託し、中小企業者への融資の円滑化、安定化を図った。 

  ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

貸付金 １０行１７支店 105,000,000円 

 ⑵ 商工業振興資金融資信用保証料助成金 

中小企業者が融資を受ける場合に必要な信用保証料を助成する、清須市小規

模企業等振興資金融資制度に係る信用保証料助成金交付要綱（助成限度額２０

万円、助成率５０～１００％）に基づき、中小企業者の借入負担を軽減した。 

 ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 

商工業振興資金融資信用保証料助

成金 
9,082,400円 

 ⑶ 小企業等経営改善資金利子補給補助金 

小規模企業者が融資を受ける場合に必要な利子の一部を補助（利子の支払い

開始月を含む 1年間の利子の２０％）した。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 

日本政策金融公庫小企業等経営改

善資金利子補給補助金 
216,900円 

 

３ 事業成果 

運転資金や設備資金について、低金利及び無担保での融資に対し信用保証料の

助成を行うことにより、中小企業者の借入負担を軽減し、資金運用の円滑化や中

小企業の振興に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 02 商工業振興費 

事 業 名 地域消費喚起・生活支援費 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

31,944,616円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

31,944,616円 0円 0円 0円 0円 0円 

市民一人当たり 

の決算額 

462円  

（一般財源等ベース 0円） 
単位決算額  

産

業

課 

１ 事業目的 

  消費税・地方消費税の１０％への引上げが非課税者や子育て世帯の消費に与え

る影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起するため、プレミアム付商

品券の販売を行う。 
 
２ 事業内容 

  平成３１年１月１日において清須市に住民登録があり、令和元年度市民税非課

税の方（非課税者）及び３歳未満の子（平成２８年４月２日から令和元年９月３

０日までに生まれた子）がいる世帯の世帯主に対し、プレミアム付商品券を販売

した。また商品券取扱店舗を市内全域より幅広く募集した。 

⑴ 対象者(引換券発送者) 

   非課税者３，２６３人  子育て世帯２，３８０世帯  (２，６４７人)  

⑵ 支出科目 

ア 事務費 

区 分 内 容 事業費 

賃金 事務補助職員賃金 1,326,189円 

需用費 
対象者引換券、商品券及び店舗啓

発ポスター等印刷費 
4,964,428円 

役務費 引換券及び申請書等郵送費 1,618,254円 

委託料 
取扱店舗募集委託、商品券販売委

託業務など 
4,504,695円 

工事請負費 事務室ＬＡＮ配線工事 239,250円 

  イ 事業費 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 

プレミアム分 
19,291,800円 

⑶ 販売冊数 

郵便局販売冊数 市役所販売冊数 合計 

21,511冊 184冊 21,695冊 

⑷ 商品券取扱店舗 

西枇杷島地区 新川地区 清洲地区 春日地区 合計 

66店舗 86店舗 117店舗 37店舗 306店舗 
   
３ 事業成果 

  消費税・地方消費税の１０％への引上げにともない消費に与える影響が大きい

非課税者や子育て 世帯の生活の支えとなり、買控え等で低迷する市内店舗の売

上に寄与した。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 02 商工業振興費 

事 業 名 繰越明許費繰越事業 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

4,634,000円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

4,634,000円 0円 0円 0円 0円 0円 

市民一人当たり 

の決算額 

67円  

（一般財源等ベース 0円） 
単位決算額  

産

業

課 

１ 事業目的 

  消費税・地方消費税の１０％への引上げが非課税者や子育て世帯の消費に与え

る影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起するため、プレミアム付商

品券の販売を行う。 

 

２ 事業内容 

  平成３１年１月１日において清須市に住民登録があり、令和元年度市民税非課

税の方（非課税者）及び３歳未満の子（平成２８年４月２日から令和元年９月３

０日までに生まれた子）がいる世帯の世帯主に対し、プレミアム付商品券を販売

するため、本事業独自の電算システムを構築し、対象者の抽出及び管理を行っ

た。 

⑴ 支出科目 

  ア 事務費 

区 分 内 容 事業費 

委託料 電算システム導入委託業務 4,634,000円 

   

３ 事業成果 

事業の対象となる非課税者や子育て世帯の抽出及び管理が可能となり、事務の

効率化を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 03 観光費 

事 業 名 観光誘客促進費（観光振興費） 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

1,313,192円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 1,313,192円 

市民一人当たり 

の決算額 

19円  

（一般財源等ベース 19円） 
単位決算額  

産

業

課 

１ 事業目的 

清洲城を中心に活動するボランティアなどとの市民協働を推進しながら、永続

的且つ効果的な観光情報発信や事業展開を図る。 

 

２ 事業内容 

 訪日外国人誘客策として、音声機能を有した多言語アプリを活用した観光チラ

シを名古屋駅などの観光案内所、ホテル等に掲出・設置し、誘客を図った。 

また、清洲城観光の特徴でもあるボランティア武将隊のおもてなし、おもてな

しスタッフによる紙芝居の実演及び甲冑・打掛の試着体験を実施した。 

⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

役務費 
ボランティア保険（ガイド及び武

将隊） 
10,200円 

委託料 
清洲城おもてなし業務 

ボランティア武将隊用甲冑製作 
1,141,820円 

使用料及び

賃借料 

清洲城おもてなし AR（拡張現実）

サービス使用料 
161,172円 

 

３ 事業成果 

訪日外国人や新たな客層を清洲城等へ誘客することができた。また、ボランテ

ィアによる観光ガイドや武将隊の意識が高まり、市民協働の推進とともに活動の

維持継続につながった。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 03 観光費 

事 業 名 清洲城周辺体験型イベント費（観光振興費） 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

4,497,439円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

2,935,000円 0円 0円 0円 0円 1,562,439円 

市民一人当たり 

の決算額 

65円  

（一般財源等ベース 23円） 
単位決算額 

1,116円  

（参加者 4,031人） 

産

業

課 

１ 事業目的 

  清洲城をはじめ、清洲公園、清洲古城跡公園、信長像など近隣施設やキリンビ

ール名古屋工場、新清洲駅前商店会等への誘客を促す周遊型観光イベントを行

う。 

 

２ 事業内容 

  清洲城周辺観光の魅力度向上と地域活性化のため、新清洲駅前商店会と連携

し、清洲城周辺から新清洲駅前を結ぶエリアに謎解きポイントを設定した体験型

イベント「清洲戦国謎解きゲーム」を実施した。 

 また、イベント参加者へ新清洲駅前商店会をはじめとした市内飲食店舗の割引

クーポンを掲載したチラシを配布した。 

⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
イベント啓発品（ポスター・のぼ

り・ターポリン幕等） 
498,440円 

委託料 イベント企画制作委託業務 3,998,999円 

 ⑵ 事業概要 

ア 開催期間 

   令和元年１０月１日（火）から１１月２４日（日） 

 イ 参加者数 

初級コース 
上級コース 

（有料 500円） 
合 計 

3,051人 980人 4,031人 

ウ 達成者数 

初級コース 

（粗品進呈） 

上級コース 

（抽選で特産品贈呈） 
合計 

1,083人 738人 1,821人 

 

３ 事業成果 

  清洲城を中心とした体験型イベントを実施することで、地域観光の魅力度向上 

と減少傾向にある清洲城入場者の増加に寄与した。 

  また、新清洲駅前商店会をはじめとした民間事業者と連携したイベントとする

ことで、地域経済の活性化と新たな賑わいの創出につながった。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 03 観光費 

事 業 名 尾張西枇杷島まつり事業費補助金（観光振興費） 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

13,000,000円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 13,000,000円 

市民一人当たり 

の決算額 

188円  

（一般財源等ベース 188円） 
単位決算額 

65円  

（来場者 200,000人） 

産

業

課 

１ 事業目的 

西枇杷島地区の美濃路で行われる尾張西枇杷島まつり事業を積極的に展開する

西枇杷島町まつり振興会に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

尾張西枇杷島まつりを開催するため、清須市まつり事業補助金交付要綱の規定

により、西枇杷島町まつり振興会へ補助金を交付した。 

⑴ 支出科目 

区 分 内  容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
尾張西枇杷島まつり事業費補助金 13,000,000円 

⑵ 西枇杷島町まつり振興会が実施した事業 

   まつり両日に美濃路で５輌の山車を曳き廻し、からくり人形の実演や西枇杷

島地区子ども会による神輿、獅子を披露した。 

   また、市内外の事業者や個人から協賛金を募り、８日（土）には庄内川西枇

杷島緑地（リバーランド）で打上げ花火を、９日（日）にはいこいの広場でま

つりセレモニーを行った。 

  ア 期日 

６月８日（土）～９日（日） 

イ 来場者 

  約２００，０００人 

 

３ 事業成果 

尾張西枇杷島まつり事業に対して支援することにより、伝統文化の保存・継承

と地域住民の交流を促進するとともに、歴史、伝統、文化をはじめとした清須市

の魅力を市内外へ紹介し、認知度の向上を図ることができた。 

また、打上げ花火に対する協賛を広く募集したことで、多くの方がまつりに関

わり、市としての一体感が更に高まるまつりとなった。 

 
- 216 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 03 観光費 

事 業 名 清洲城信長まつり事業費補助金（観光振興費） 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

9,300,000円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 9,300,000円 

市民一人当たり 

の決算額 

134円  

（一般財源等ベース 134円） 
単位決算額 

169円  

（観光客 55,000人） 

産

業

課 

１ 事業目的 

清須市の名所の１つである清洲城を中心とする一帯において、毎年１０月に行

われる清洲城信長まつり事業を積極的に展開する清須市観光協会に対し、補助金

を交付する。 

 

２ 事業内容 

  清洲城信長まつりを開催するため、清須市まつり事業補助金交付要綱の規定に

より、清須市観光協会へ補助金を交付した。 

⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助

及び交付金 
清洲城信長まつり事業費補助金 9,300,000円 

⑵ 清須市観光協会が実施した事業 

区  分 場  所 内  容 参加者等 

清洲城信長ま

つり 

清洲城一

帯 

１０月１４日（月） 

時代行列、鉄砲隊演

武等 

約 55,000人 

児童写生大会 
清洲城一

帯 
１０月２６日（土） 64点 

清洲城茶会 黒木書院 

１０月６日（日）、 

１３日（日）、２０日

（日）、２６（土）、

２７日（日） 

約 300人 

 

３ 事業成果 

清洲城信長まつり事業に対して支援することにより、地域住民の交流を促進す

るとともに、郷土の誇りであり清洲城ゆかりの武将織田信長公の城であることを

全国に発信し、更なる誘客効果につなげることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 03 観光費 

事 業 名 新川やると祭事業費補助金（観光振興費） 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

8,700,000円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 8,700,000円 

市民一人当たり 

の決算額 

126円  

（一般財源等ベース 126円） 
単位決算額 

1,740円  

（来場者 5,000人） 

産

業

課 

１ 事業目的 

  新川地区の県道（東須ケ口交差点から東外町交差点までの間）において、毎年

秋に開催される新川やると祭事業を積極的に展開するため、新川やると祭委員会

に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

  新川やると祭を開催するため、清須市まつり事業補助金交付要綱の規定によ

り、新川やると祭委員会へ補助金を交付した。 

⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
新川やると祭事業費補助金 8,700,000円 

⑵ 新川やると祭委員会が実施した事業 

やると祭総おどりや仮装コンテストなど市民参加型のまつりを開催した。 

ア 期日 

１０月５日（土） 

  イ 来場者 

    約５,０００人 

 

３ 事業成果 

新川やると祭事業に対して支援することにより、地域住民の交流を促進すると

ともに、市内外へ清須市の魅力をアピールすることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 03 観光費 

事 業 名 春日五条川さくらまつり事業費補助金（観光振興費） 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

2,368,575円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 2,368,575円 

市民一人当たり 

の決算額 

34円  

（一般財源等ベース 34円） 
単位決算額 

474円  

（来場者 5,000人） 

産

業

課 

１ 事業目的 

五条川沿いに位置するはるひ夢の森公園にて行われる春日五条川さくらまつり

事業を積極的に展開する清須市商工会に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

春日五条川さくらまつりを開催するため、清須市まつり事業補助金交付要綱の

規定により、清須市商工会へ補助金を交付した。 

 ⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 

春日五条川さくらまつり事業費補助

金 
2,368,575円 

 ⑵ 清須市商工会が実施した事業 

   はるひ夢の森公園を主たる会場として、商工会員の模擬店、会員企業の出

店、抽選会などを実施した。 

  ア 期日 

    ４月６日（土） 

  イ 来場者 

    約５，０００人 

 

３ 事業成果 

春日五条川さくらまつり事業に対して支援することにより、地域住民の交流を

促進するとともに、市内外へ清須市の魅力をアピールすることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 03 観光費 

事 業 名 観光協会事業費補助金（観光振興費） 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

1,800,000円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 1,800,000円 

市民一人当たり 

の決算額 

26円  

（一般財源等ベース 26円） 
単位決算額  

産

業

課 

１ 事業目的 

清須市固有の歴史文化などを観光資源として活かし、観光事業の健全な発展を

促進するとともに、交流の創出によるにぎわいづくりを行い、地域の活性化と市

民福祉の向上を積極的に展開する清須市観光協会に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則の規定により、清須市観光協会へ補助金を交付した。 

⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業額 

負担金、補助及

び交付金 
観光協会事業費補助金 1,800,000円 

⑵ 清須市観光協会が実施した事業 
 ア 春日五条川さくらまつりステージイベント 

４月６日（土) はるひ夢の森公園 
参加団体 １９団体 

イ 春の清洲城茶会 
４月７日（日） 清洲城 黒木書院 

  ウ 雪の清洲城・清須の春写真コンテスト 
    応募点数「雪」４２点・「春」５６点 
  エ 清洲城を描く児童写生大会 
    １０月２６日（土） 清洲城一帯 
    応募点数６４点 
  オ 秋の清洲城茶会    

１０月６日（日）、１３日（日）、２０日（日）、２６（土）、２７日（日） 
清洲城 黒木書院 

  カ 観光ポスター作成（春、秋、冬 年３回作成） 
  キ その他 

㋐ 清洲甲冑工房及びガイドボランティアへの支援 
㋑ 清須オリジナルカレーの製作・販売 

 
３ 事業成果 

市民が参加できる各種イベント情報発信、他団体イベントの参加交流を行う清

須市観光協会の事業を支援することにより、地域住民の交流促進と観光事業の振

興に寄与することができた。 

また、企業や専門学校等との連携や協働により、多面的な情報発信が行われ、

地域活性化にも寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 03 観光費 

事 業 名 清洲城費 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

115,559,717円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 15,892,600円 0円 0円 50,105,730円 49,561,387円 

市民一人当たり 

の決算額 

1,670円  

（一般財源等ベース 716円） 
単位決算額 

1,883円  

（入場者 61,361人） 

産

業

課 

１ 事業目的 

  歴史及び文化の振興、地域住民ふれあいの場、市内外から訪れる観光客のた

め、清洲城を管理運営する。 

 

２ 事業内容 

⑴  清洲城管理費 

市の観光拠点である清洲城（天主閣、芸能文化館、蔵、清洲城広場及び遊歩

道）を適切に管理運営した。 

ア 清洲城入場者数 
大 人 小人･介添 団体等大人 団体等小人 無料入場者 合 計 

40,156人 6,817人 9,798人 2,610人 1,980人 61,361人 

イ 主な支出科目 
区 分 内 容 事業費 

需用費 
電気 2,096,778円 
上下水道 965,020円 
展示施設補修費など 845,558円 

委託料 

警備業務 248,520円 
消防用設備、展示品保守点検及び
屋外赤外線などの保守業務 

1,019,024円 

樹木管理業務、施設管理業務（受
付・管理・清掃・甲冑試着） 

16,478,213円 

建築基準法第 12 条に基づく定期調
査・検査報告 

362,000円 

⑵  清洲城整備費 
清須市公共施設等総合管理計画における長寿命化の実施方針に基づき、市の

シンボル的施設である清洲城の長寿命化改修を行った。 
  ア 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 
清洲城長寿命化等改修工事に係る
監理委託 

4,873,000円 

工事請負費 清洲城長寿命化等改修工事 77,741,400円 

 

３ 事業成果 

  市のランドマーク的な存在である清洲城を管理することで、市の歴史及び文化

を全国に情報発信し、観光客の増加や観光の振興、地域経済の活性化を図ること

ができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 03 観光費 

事 業 名 清洲公園・清洲城跡公園費 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

11,634,873円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 11,634,873円 

市民一人当たり 

の決算額 

168円  

（一般財源等ベース 168円） 
単位決算額  

産

業

課 

１ 事業目的 

  市民及び観光客の憩いの場に供するため、清洲公園及び清洲古城跡公園を適正

に管理し、公園利用の促進と観光推進を図る。 

 

２ 事業内容 

  利用者の利便性を図るため、清洲公園及び清洲古城跡公園の適切な保全管理を

行った。 

 ⑴ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
光熱水費（電気・水道）、消耗品費 822,658円 

公園トイレ及び遊具等修繕費 648,345円 

委託料 

公園及びトイレの清掃業務 4,827,668円 

公園遊具及び浄化槽の保守業務 226,352円 

公園樹木管理業務 4,798,685円 

  

３ 事業成果 

  清洲公園と清洲古城跡公園の管理を適切に行うことにより、桜の時期をはじめ

年間を通して市民や観光客への憩いの場を提供することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 03 観光費 

事 業 名 清洲ふるさとのやかた費 

令 和 元年 度 

決  算  額 財    源    内    訳 

8,229,666円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 2,079,494円 6,150,172円 

市民一人当たり 

の決算額 

119円  

（一般財源等ベース 89円） 
単位決算額  

産

業

課 

１ 事業目的 

  本市における観光事業の推進及び地域産業の振興を図り、集う人々の心のふれ

あいに寄与するため、清洲ふるさとのやかたを適正に管理運営する。 

 

２ 事業内容 

 市民や観光客の憩いの場及び各種行事を行う場や土産物販売所として、清洲ふ

るさとのやかたの管理運営を行った。 

 ⑴ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

賃金 施設管理業務臨時職員５人分 5,029,811円 

需用費 

消耗品費、賄材料費 371,212円 

光熱水費（電気・ガス・水道） 1,852,662円 

修繕費 134,620円 

委託料 

清掃業務 309,996円 

警備業務 122,952円 

設備保守点検業務 121,706円 

 

３ 事業成果 

  施設を適正に維持管理することにより、市民や観光客が気軽に利用できる憩い

の場を提供することができた。 

また、各種行事の開催場所としてのスペースや、清須や織田信長公に関連する

土産物の販売を行うことで、地域の交流や観光振興を図ることができた。 
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科目 

主管 

款 07 商工費 項 01 商工費 目 
04 消費者行政推進 
費 

事 業 名 消費者生活対策費 

令 和 元年 度 

決 算  額
財 源 内 訳 

2,219,108円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

930,600円 0円 0円 0円 0円 1,288,508円 

市民一人当たり 

の決算額 

32円  

（一般財源等ベース 19円） 
単位決算額 

産

業

課

１ 事業目的 
量目検査や計量器検査を行うことにより、消費生活の安定及び向上を図る。 

  また、消費生活の安心安全を確保するため、消費生活センターにおいて、市民
が抱える諸問題に迅速に対応する。 

２ 事業内容 

⑴ 消費生活相談費

複雑且つ巧妙化する市民の消費生活相談に迅速に対応するため、消費生活相

談及び司法書士相談を行った。 

  ア 開設日（祝日、年末年始を除く） 

消費生活センター 司法書士相談 

毎週月・火・木・金曜日 毎月第２・４土曜日 

  イ 相談件数 

消費生活センター 司法書士相談 

132件 24件 

  ウ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報酬 消費生活相談員報酬 1,636,800円 

旅費 消費生活相談員研修時旅費 107,290円 

需用費 啓発チラシ印刷費、消耗品費 218,717円 

役務費 
インターネット通信費、電話代な

ど 
97,552円 

⑵ 量目検査費

計量法に規定された計量を行い、実際の販売商品の計量が適正になされてい

るかを検査し、その結果を県に報告した。 

ア 支出科目 

区分 内容 事業費 

需用費 量目検査用商品代 15,873円 

⑶ はかり検査

市内全区域で２年に１回、事業所の計量業務に使用するすべての質量計を対

象に行った。 

３ 事業成果 

  消費生活センターを開設することにより、消費者問題へ迅速に対応することが

できた。 

また、適正な計量の実施を確保することで、経済活動の基礎を支える重要な役

割を果たすことができた。 
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